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政治・経済をはじめ様々な分野でグローバル化が加速度的に進展し，人・物・情報

などあらゆるものが国を越えて，一層流動する時代を迎えています。このようにグロ

ーバル化が進む現代社会において，豊かな語学力を身に付け，異文化体験を積み，国

際社会で活躍する人材を育成することは極めて重要な課題です。

平成２０年３月に公示された現行の学習指導要領において，小学校への外国語活動

の導入，中学校における英語科の授業時数の増，高等学校の授業は原則として英語で

行うことが明記されるなど「外国語教育の一層の充実」が改訂の大きな柱となりまし

た。加えて文部科学省は，平成２５年１２月に新たな英語教育改革案「グローバル化

に対応した英語教育改革実施計画」を公表し，小学校における外国語教育の早期化・

教科化を進める方針を示しました。また，生徒に求められる英語力の目安として，中

学校卒業段階で卒業生の平均が英検３級から準２級程度，高等学校卒業段階では，英

検準２級から２級程度といった達成目標を示す等，英語教育強化の姿勢を一層色濃く

打ち出しました。その具体化を図る目的で，平成２６年２月には「英語教育の在り方

に関する有識者会議」が設置され，同年９月に「今後の英語教育の改善・充実方策に

ついて ～グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言～（報告）」が公表され

ました。その後，平成２６年１１月の文部科学大臣による諮問をうけて，中央教育審

議会で次期学習指導要領にむけて本格的に審議開始，平成２７年８月には中央教育審

議会企画特別部会にて，改訂の基本的な考えが「論点整理」としてまとめられました。

これらを経て，平成２８年１２月に中央教育審議会より，次期学習指導要領について

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）」がまとめられ，この「答申」を受け，平成２９年３月，

新学習指導要領が公示されました。現在，小学校５年生から実際されている「外国語

活動」を平成３２年度より３年生から導入，５年生からは教科としての「外国語」を

位置づけること，また中学校や高等学校では，より高度なコミュニケーション能力を

身に付けることが求められています。

このような英語教育を巡る大きな流れの中，本市においても，外国語指導助手招致

事業の拡充をはじめ，外国語教育に関する研究組織の設置，先行研究校の指定など，

様々な事業を通して国際理解教育や外国語教育を推進してきました。平成２５年５月

には「世界にはばたく鳴門の子ども育成プラン」を策定し，様々な事業・取組を進め

てきました。その背景として，社会背景とともに市内には多くの留学生が学ぶ鳴門教

育大学があること，ドイツや中国の都市との交流の歴史があることなど，グルーバル

人材を育てる上での「土壌」，「豊かな資源」に恵まれた地域的な特性が挙げられます。

今回，前期５年が経過するにあたり，これまでの成果・課題を

振り返ることで，未来の鳴門を担う本市の児童・生徒に，外国

語教育を通してより一層豊かな国際感覚とコミュニケーション

能力，確かな英語力を育てたいと考え，ここに後期５年のプラ

ンを策定することといたします。

Ⅰ 策定の趣旨



平成

　２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度

（見直し）
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本計画は，平成２５年度から１０年間の集中的な取組期間のうち，平成３０年度か

ら平成３４年度までの後期５年間を計画期間とします。

ただし，社会情勢の変化やニーズ，鳴門市の児童・生徒の変化に合わせ，必要に応

じて見直しを行います。

１ ALT（外国語指導助手）招致事業

本市は，市内各園・校で行われている国際理解教育や外国語教育を一層推進する

ため，支援にあたる人材として，JET（ジェット）プログラムより ALT を招致して
います。好奇心旺盛で人格形成面でも柔軟な時期に，ALT を通して異なる文化や言
語に触れる体験をすることは，多様な価値観やコミュニケーション能力を育成する

上で大きな意味をもつと考えます。

平成３年度に ALT １名を初めて配置し，市内全ての中学校・市立工業高等学校へ
の派遣を開始しました。その後，小学校への「外国語

活動」導入や学習指導要領の改訂等を見据え，段階的

に増員したことで，平成２４年度には雇用 ALT が５名
となりました。このことにより，中学校だけでなく，

全ての小学校や幼稚園への派遣が可能となるなど，事

業の充実・拡大を図っています。その後も，平成３２

年度からの小学校外国語教育の早期化・教科化に向け

て，段階的・継続的に ALTを増員して，平成２９年夏には，８名となっています。

Ⅱ 計画の期間

前期計画

後期計画

Ⅲ 本市の外国語教育の現状

＜幼稚園への派遣＞
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■鳴門市におけるALT（外国語指導助手）雇用人数と活用状況の推移

平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

３年度 ７年度 16年度 17年度 21年度 24年度 26年度 28年度 29年度

雇用
１名 ２名 ２名 ３名 ４名 ５名 ６名 ７名 ８名A L T

数

■ALTとの授業に対する意識

【問】ALT との外国語（英語）活動は楽しい
ですか。

「楽しい」「どちらかと言えば楽しい」と答えた児童の割合

□３年生 （９４％）

□４年生 （９２％）

□５年生 （９０％）

□６年生 （８２％）

【資料】外国語活動に関する意識調査（平成２９年度１月実施）より

＜小学生（３～６年生）対象＞

学

校

・

園

へ

の

派

遣

市立工業高等学校への派遣

市内全中学校への派遣

市内全幼稚園

への派遣

そ

の

他

の

活

動

市立図書館での読み聞かせ

勤労青少年ホーム

英会話教室支援

市内全小学校への派遣

＜小学校外国語活動への支援＞

小学校英語活動同好会への支援

イングリッシュキャンプ支援
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２ 小学校への「外国語活動」導入，外国語教育の早期化・教科化に向けて

公立小学校５・６年生への外国語活動導入を見据え，本市においては，全国に先駆

けて平成１７年度に小学校専属 ALT を雇用し，小学校への派遣を本格的に開始しま
した。その後，ALT の増員などによる支援人材の確保とともに，先行研究校の指定や
研究推進組織の設置，また教員の指導力向上研修の実施などにより，円滑な「外国語

活動」に向けての教育環境整備を計画的に進めました。そうした中，平成２３年度に

は全国各地からの参加者を迎え「第８回全国小学校英語活動実践研究大会」を開催し，

これまでの実践研究の成果を発表しました。平成２５年度には文部科学省より研究開

発学校の指定を受け，鳴門市第二中学校と，同じ校区内にある林崎小学校，里浦小学

校の３校が，それぞれの地域の特性を生かした連携を図りつつ，児童・生徒のよりよ

い成長を目指して教育活動を進めました。研究指定校での新しい教育課程や指導方法

等の成果は，小学校で平成３２年度，中学校で平成３３年度から全面実施される新学

習指導要領に向けての，市内全域の蓄積となり，還元へとつながっています。

本市の小学校外国語活動・外国語は，学級担任が中心となって，地域の特性を活か

し，ALT などの支援人材を効果的に活用しつつ，児童の実態に即した授業づくりを進
めています。新学習指導要領実施に際しても，この方針を継続・発展していきたいと

考えます。

■小学校への「外国語活動」導入と外国語教育の早期化・教科化に向けた研究推進の経過

年度 市内小学校の動き 教育委員会の主な支援
＜組織，研究指定（■），支援人材等＞

H16 英語活動の実施（ALT活用） ・「第 1回小学校英語活動担当者会」開催
（希望校のみ，年間２回程度） ・環境整備・研究推進計画作成

H17 全小学校で英語活動実施（ALT活用） ・「小学校専属 ALT活用検討委員会」の設置
（１クラスあたり年間３時間程度） ※「小学校専属ALT活用の手引き」発行

H19
全小学校で英語活動実施（ALT活用） ・「小学校外国語教育研究委員会」の設置

１～４年生（１クラスあたり年間３時間程度） ■鳴門市第一小学校（H19～H20）≪文部科学省≫

H20
５～６年生（１クラスあたり年間７時間程度） [小学校英語活動等国際理解活動拠点校]

※「ゲーム・クラスルームイングリッシュ集」発行

※「英語ノート（試作版）実践事例集」発行

５,６年生で外国語活動を先行実施 ■鳴門東小学校（H21）≪文部科学省≫

（年間20時間程度） [外国語活動における教材の効果的な活用及び

H21 評価の在り方に関する実践研究事業]

１～４年生で英語活動の実施 ・外国語活動支援講師の配置（４名）

（年間３～５時間 ALT活用） ※「英語ノート実践事例集」発行

■鳴門東小学校（H22）≪徳島県≫

H22 ５,６年生で外国語活動先行実施 [地域活用コミュニケーション能力育み事業]

（年間35時間程度） ・外国語活動支援講師の配置（４名）

教
員
の
指
導
力
向
上
夏
季
研
修
会
の
実
施

「
鳴
門
市
小
中
高
連
携
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国
語
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員
会
」
の
設
置
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年度 市内小学校の動き 教育委員会の主な支援
＜組織，研究指定（■），支援人材等＞

１～４年生で英語活動の実施 ■市内５小学校（H23）≪徳島県≫

（年間３～５時間 ALT活用） （撫養，林崎，鳴門市第一，鳴門東，板東）

[地域活用コミュニケーション能力育み事業]

５,６年生で外国語活動完全実施 ・外国語活動支援講師の配置（６名）

H23 （年間35時間）

■鳴門市第二中，林崎小，里浦小（H25～H28)（3校）

H25 [研究開発学校事業] ≪文部科学省≫

※「Hi, friends!鳴門市版指導案集」発行予定
・外国語活動支援員配置（３名）

■鳴門市第二中，林崎小，里浦小（H25～H28)（3校）

[研究開発学校事業] ≪文部科学省≫

・外国語活動支援員配置（３名）

H26

■鳴門市第二中，林崎小，里浦小（H25～H28)（3校）

[研究開発学校事業] ≪文部科学省≫

・外国語活動支援員配置（３名）

H27

１～４年生で英語活動の実施 ■鳴門市第二中，林崎小，里浦小（H25～H28)

（年間８時間程度 ALT活用） （3校）

H28
[研究開発学校事業] ≪文部科学省≫

・外国語活動支援員配置（３名）

１，２年生で英語活動の実施 ■鳴門市第二中，林崎小，里浦小（指定延長)

H29 (年間 8~10時間 ALT活用） [研究開発学校事業](名目指定） ≪文部科学省≫

・外国語活動支援員配置（３名）

３，４年生で外国語活動実施 ※「３・４年外国語活動（試行用）指導案」発行

（年間 12時間） ※「５・６年教科外国語（試行用）指導案」発行

※「１・２年英語活動 活動案」発行

５,６年生で外国語活動実施 ※移行期間における学習内容

（年間40時間） 「年間指導計画・活動例案（鳴門市版）」発行

３,４年生で外国語活動を ・外国語活動支援員配置（３名）

H30 先行実施予定 ※移行期間における学習内容

（年間35時間） 「年間指導計画・活動例案（鳴門市版）」発行

５,６年生で外国語活動を

先行実施予定

（年間70時間）

文部科学省指定研究開発学校

３年次研究発表会開催

教
員
の
指
導
力
向
上
夏
季
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小
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教
育
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新
学
習
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要
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対
応
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「第８回全国小学校英語活動実践研究大会」開催
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３ 校種を越えた連携による外国語教育の研究

小学校に外国語活動が導入されたことや，今後，小学校外国語教育の早期化・教科

化が進んでいくことにより，これまで以上に，小・中・高等学校が連携していくこと

が求められています。

本市ではそうした変化を見据え，市内全ての小学校で外国語活動を開始した平成２１

年度から，市内小・中・高等学校と鳴門教育大学，教育委員会の関係者による「鳴門

市小中高連携外国語教育研究委員会」を設置しています。小・中・高等学校の教員が

互いの実践を知り，理解を深め，学び合う中で，それぞれの役割を認識していくこと

が重要だと考えるからです。現在も，校種の垣根を越えて，目指す児童・生徒像を共

有しながら研究・実践を推進しているところです。

さらに平成２４年度からは，各中学校区毎に，「外国語教育推進委員会」を置き，小

・中学校の教員によるティームティーチングの授業実践や，小・中学生の交流授業，

ビデオレターの交換等，それぞれの地域の実態に沿った独自の取組が行われています。

本研究委員会で計画的・継続的に会合を設定していることにより，小・中学校教員

の距離の縮まりや，取組の広がりが，教職員の意識改革につながっています。毎年，

取組に工夫・改善が見られることは成果といえます。外国語教育ですが，小学校に「外

国語活動」が導入されたことで，小学

■組織の概要 （平成２９年度）

が生まれてきました。 この点について

も早くから着目し，ネッ トワーク作り

を進め，平成21年度 に小・中・高等

学校と市教育委員会・ 鳴門教育大学

の関係者による「鳴門 市小中高連携外

国語教育研究委員 会」を設置しまし

た。校種を越え子ども たちのコミュニ

ケーション能力や英語 力の向上につい(H24~)
て共に考え

合う同委

＜中学校区における小・中教員の情報交換会＞

各
中
学
校
区

「
外
国
語
教
育
推
進
委
員
会
」

＜小中高の教員による合同研修会＞
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４ これまでの取組の成果と課題

（１）小学校における実態

① 「外国語活動」に対する意識

現行学習指導要領の移行措置として，市内全ての小学校で外国語活動がスタート

した平成２１年度は，「好き」「どちらかと言えば好き」と回答した児童が７１％でした。

平成２６年度には，本市の調査開始から初めて，８０％を超える児童が肯定的回答をし

ました。その後，年度によって若干の変動はありますが，平成２５年度から平成２９年

度の５年間についての本市結果は，平成２６年度に文部科学省が実施した意識調査の５

・６年生の全国平均７２．６％を，上回っている状況です。

「外国語活動に関する意識調査（鳴門市市内小学６年生対象 H25~H29）」

② 「友だちや先生の話を聞くこと」に対する意識

平成２１年度，「楽しい」「どちらかと言えば楽しい」と回答した児童は６５％で

した。平成２５年度から平成２９年度の５年間においては，全ての年度で７５％を

超える児童が，肯定的な評価をしています。平成２６年度と２８年度には，８０％

を超える児童が，肯定的な評価をしています。

「外国語活動に関する意識調査（鳴門市市内小学６年生対象 H25~H29）」

37 

46 

63 

45 

36 

41 

35 

16 

35 

39 

14 

15 

15 

14 

17 

5 

3 

3 

3 

5 

3 

1 

2 

3 

3 

0% 50% 100%

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

Ｈ２８

Ｈ２９

外国語活動の時間は好きですか（鳴門市内６年生）

好き

どちらかといえば好き

どちらとも言えない

どちらかといえば好きではな

い

好きではない

33 

41 

37 

45 

37 

43 

40 

40 

37 

40 

14 

12 

12 

9 

10 

4 

2 

5 

4 

6 

7 

5 

5 

5 

8 

0 

0 

0 

0 

0 

0% 50% 100%

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

Ｈ２８

Ｈ２９
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楽しい
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どちらかといえば楽しくない

楽しくない

わからない

授業でやっていないと思う
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③ 「自分の意見を伝えること」に対する意識

平成２１年度は，「楽しい」「どちらかと言えば楽しい」と回答した児童の割合は

５０％を下回っていましたが，平成２５年度から２８年度には，７０％以上の児童が肯定

的な回答をしました。平成２９年度には，肯定的に回答した児童が６９％となり，７割を

下回ったものの，平成２６年度文科省調査の全国平均は４９．２％であり，本市児童の

コミュニケーションへの意欲が高いことが伺えます。

「外国語活動に関する意識調査（鳴門市市内小学６年生対象 H25~H29）」

④ 「外国のことを知ること」に対する意識

調査開始の平成２１年度当初から，「楽しい」「どちらかと言えば楽しい」と回答

した児童の割合は８０％と高く，平成２６年度と平成２８年度には，９０％以上の

児童が，肯定的な回答をしました。年度によって若干の変動はありますが，調査開

始から９年間，肯定的な評価をした児童の割合は８０％を超えており，児童の外国

への文化や言語への関心は高いことが分かります。

「外国語活動に関する意識調査（鳴門市市内小学６年生対象 H25~H29）」
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⑤ 「外国の人とのコミュニケーション」に対する意識

平成２１年度に文部科学省が全国の「実践研究校」６年生に調査した結果は，「英

語や日本語ジェスチャーなどを駆使して受け答えしようとする」児童は，６６．２

％となっています。一方，本市の６年生は，外国語活動が始まって間もない平成２１

年度においても，８２％の児童にコミュニケーションへの積極的な姿勢が伺えます。

平成２６年度からは，９０％を超える児童が，「英語や日本語ジェスチャーなどを

駆使して受け答えしようとする」と回答しています。

「外国語活動に関する意識調査（鳴門市市内小学６年生対象 H25~H29）」

⑥ 「中学校での英語学習」に対する意識

平成２１年度から市全体で連携組織を設置し，各中学校区でも小小間，小中間の

連携を進めてきました。実現可能で意味のある小中連携を，市内全体で，また各中

学校区毎に継続的・計画的に進めたことで，平成２８・２９年度には，「とても楽

しみ」「どちらかといえば楽しみ」と回答した児童の割合が，過半数を超えました。

「外国語活動に関する意識調査（鳴門市市内小学６年生対象 H25~H29）」
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⑦ 「文字学習」に対する意識

平成２９年度「中学校の英語の勉強でどんなことをしてみたいですか」の中で，

「英語を読みたい」「書きたい」の項目で，８０％以上の児童が「とてもしたい」「ど

ちらかといえばしたい」と答えています。平成２５年度の調査と比較すると，伸び

が見られます。

「外国語活動に関する意識調査（鳴門市市内小学６年生対象 H25・H29）」
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カ．英語の発音の練習をしたい

キ．友達や先生と英語で会話をしたい

ク．英語の単語や言い方（表現）をもっと知りたい

ケ．外国のことについて学びたい

Ｈ２９ 鳴門市全６年生
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まったくしたくな

い

わからない
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（２）中学校における実態

① 「英語の授業」に対する意識

３年間の追跡調査では，平成２９年度３年生が１年生時の６月時点では，７１％

の生徒が，「とても楽しい」「まあ楽しい」と回答していますが，学年が進むにつれ

て，その割合は下がっています。

中学３年生の経年比較では，平成２４年度の中学３年生は７０％以上の生徒が肯

定的な回答をしていましたが，ここ５年間の調査結果では７０％を下回っています。

平成２９年度には肯定的な回答をした生徒が５６％であり，目標の８割は達成でき

ていない状況です。

「英語学習に関する意識調査（市内中学生対象 H25~29 ）」



- 12 -

② 「英語学習」の理解度

３年間の追跡調査では，中学１年生６月の段階では，「授業をどれくらい理解して

いますか」という項目に対して「とてもそう思う」「まあそう思う」と７３％の生

徒が答えていますが，２年生，３年生になるにしたがって，その割合は減少してい

ます。特に，中学１年生から２年生での変化の割合が大きく，中学１年生の後半以

降に学習の難易度が高くなっていることがわかります。

中学３年生の経年比較でも，ここ５年間の調査結果として，平成２６年度は６５

％の生徒が，「授業をどれくらい理解していますか」という項目に対して「とても

そう思う」「まあそう思う」と答えていますが，平成２９年度は５８％となってい

ます。

「英語学習に関する意識調査（市内中学生対象 H25~29）」
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③ 「外国の人とのコミュニケーション」への意識

「できるだけ英語で受け答えしようとする」と回答した生徒の割合は，平成２５

年度の５５％が，平成２６年度には５０％となりましたが，その後は年を追う毎に

増えており，平成２９年度には，５７％の生徒が，できるだけ英語で受け答えする

と答えています。本市の中学３年生が，身に付けた知識・技能を実際の場で生かそ

うとしていることが分かります。

「英語学習に関する意識調査（市内中学生対象 H25~29 ）」

④ 英語力に関する調査

文部科学省が実施した平成２８年度「英語教育実施状況調査」結果では，公立中

学校３年生の英語力は，英検３級以上取得者と同程度の英語力を有すると英語科教

員が判断した者を合わせて３６．１％となっています。本市の平成２９年度の調査

では，英検３級以上の取得者は２２．１％，同程度の英語力を有すると英語科教員

が判断した者は１８・０％，合わせて４０．１％となっており，全国平均を上回っ

ている状況です。

■中学３年生の英語力（全国と鳴門市）

英検３級以上相当の英語力
英検３級以上の取得者 合 計

を有する者

全国（H28) １８．１％ １８．０％ ３６．１％

鳴門市(H29) ２２．１％ １８．０％ ４０．１％

「英語教育実施状況調査（全国３年 H28 鳴門市内中学３年生 H29)」

（英語科担当教員回答）
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（３）成果と課題

① 小学校における成果と課題

【成 果】

○ 外国語活動が好きな児童の割合が，全国平均よりも高い傾向にあります。学

級担任が中心となり，支援人材を活かしながら，児童の興味・関心に沿った授業

づくりが展開・継続されている成果と考えられます。

○ 外国の言語や文化に関する興味・関心が高まっています。「外国の言語や文化

について体験的に知ること」が高学年の児童の知的好奇心を満たす活動であるこ

と，また，そのねらいに沿った授業が展開されていることが伺えます。

○「自分の意見を発表すること」を楽しいと答える児童の割合は，全国平均を上

回っており，コミュニケーションへの積極的な態度が育っていることが分かりま

す。児童自身が，「伝えたい・聞きたい」と思うような内容を取り入れた授業が，

各教室で展開されている成果だと考えられます。

○「外国の人に英語で話しかけられたらどうするか」を尋ねたところ，９割以上

の児童が，「英語や日本語，ジェスチャーなどを駆使して受け答えをする」と回

答しています。コミュニケーションへの積極性や外国の文化や言語への慣れ親し

みが伺えます。

○「中学校での英語学習」について，「とても楽しみ」「どちらかといえば楽しみ」

と答えた児童が，ここ２年間，過半数を超えました。研究組織を設置し，小中連

携を計画的・継続的に行ってきた成果と考えられます。文字への興味・関心も高

まっています。

【課 題】

○ 平成２９年度の調査では，「外国語活動が好きですか」の問いに，「好き」「ど

ちらかと言えば好き」と回答した児童の割合は，前年度に比べ５％下がっていま

す。このことは，平成２９年度には，高学年において教科的な内容を，新学習指

導要領全面実施を見据えて年間５時間程度増やしたことや，教員の文字指導の経

験不足，教員の年齢層の変化や情報共有不足などが影響していると考えられます。

教員研修や教材等の環境整備，情報共有の場などが重要だと考えます。

○ 学校，学級間ごとの意識調査結果に開きが見られます。是正できるよう，教員

研修，情報共有，教材整備等を，市・学校全体で進めていく必要があります。

○ わずかですが，各項目で否定的な回答をした児童がいます。その理由を探ると

ともに，早期化・教科化が進むにつれて，その割合が増えることも懸念されます。

どの児童にとっても楽しく達成感が得られるような外国語活動・外国語科の授業づく

りや，研究推進校の成果を広めていくことが一層，求められます。

○ 過半数が肯定的な回答をしたとはいっても，中学校の英語学習に不安をもっ

ている児童が４割以上いることが見られます。少しでもその不安が軽減されるよ

う，また，小学校での学びが中学校につながるよう，小中連携を一層進めていく

必要があります。
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② 中学校における成果と課題

【成 果】

○ 「英語の授業」に対する意識の３年間の追跡調査では，中学１年生６月時点

では，７１％の生徒が「とても楽しい」「まあ楽しい」と回答しており，小学校

６年生時の意識調査と変わらない結果となっています。児童・生徒が円滑に，小

学校外国語活動から中学校英語へ移行できていることが伺えます。

○ 「外国の人に英語で話しかけられたらどうしますか」の問いに，８割以上の

生徒が「英語や日本語，ジェスチャーなどを駆使して受け答えをする」と回答し

ています。その割合は，小学校６年生時と変わらず，コミュニケーションへの意

欲や積極的な態度が維持されていると考えられます。

【課 題】

〇 平成２４年度の調査では，中学３年生段階で７割以上の生徒が，英語の授業

を楽しいと感じていましたが，ここ５年間の経年比較によると，肯定的な評価を

した割合が７割を下回っています。理解度についても，似たような傾向が見られ

ます。学年が進むにつれ難易度も上がり，肯定的な評価をする生徒の割合が減少

する傾向はあります。分かる授業や生徒の興味・関心を高める授業，英語力を高

める授業改善が早急に求められます。

○ 学校，学級間の意識調査結果に開きが見られます。その開きを是正するよう，

教員の意識改革・指導力向上に向けた研修や，研究推進校の取組を学び合うなど

の取組を，市全体で進めていく必要があります。

○ 本市の実態として，文部科学省が示した中学校卒業時の達成目標（卒業生の

平均が英検３級程度）には，まだ到達できていない現状があります。生徒の英語

学習へのモチベーションを高めるとともに，「聞く」「話す」「読む」「書く」とい

った４技能の総合的な力を養う指導が求められます。
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１ 基本目標

平成３０年度から平成３４年度までの５年間を見通した本事業の基本目標を次のとお

りとします。

産学官連携による「グローバル人材育成推進会議」の審議のまとめ（平成２４年６月）

では，グローバル化した世界の経済・社会の中にあって，今後，育成・活用していくべ

き「グローバル人材」の概念として次の３つの要素を挙げています。

要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力

要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・柔軟性，責任感・使命感

要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー

本事業で目指すことは，「世界にはばたく鳴門の子ども」つまり「グローバル人材」を

育てることに他なりません。それは，英語力（要素Ⅰ）のみならず，豊かな人間性（要

素Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）をも兼ね備え，国際社会の中で主体的かつたくましく生きることができ

る人材を指しています。

「郷土への誇りと広い視野」とは，本市の恵まれた自然，豊かな歴史と文化，おもて

なしの心など誇るべき「かけがえのない財産」に気付き，自分たちの育った郷土を愛す

る心とともに，異なる文化を理解し受容するとことができる多様な価値観をもった人を

育てるという思いを表しています。

「国際社会で活躍する」とは，国際社会の中で臆することなく自らの意見を発信する

と共に，主体的にコミュニケーションを図りながら，相手の意図や考えを的確に理解し，

他国の人々とよりよい関係を築き，共に生きていくことのできる人を育てるという思い

を表しています。

世界にはばたく鳴門の子どもの育成

郷土への誇りと広い視野をもち，国際社会で活躍する人づくり

～豊かな国際感覚とコミュニケーション能力，確かな英語力の育成を目指して～

Ⅳ 後期計画の内容
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２ 「世界にはばたく鳴門の子ども」育成プラン体系図

児童・生徒に求められる力について，

その達成状況を把握・検証する。

グローバル社会における英語の必要性

について理解を促し，英語学習へのモ

チベーションを高める。

児童・生徒が直接異文化に触れ，英

語を使う機会を増やす。

教員の意識を高め，指導力や英語力

を強化するとともに，授業の充実・改

善を図る。

本事業に関する情報を保護者や地域

に向けて，積極的に発信する。

世
界
に
は
ば
た
く
鳴
門
の
子
ど
も
の
育
成

１ 達成状況の把握と検証

２ モチベーションの喚起

３ 英語を使う体験の場の設定

基 本 方 針 具体的事業目標

４ 教員の指導力向上と授業改善

５ 保護者・地域への情報発信

①英検受検料の補助

②意識調査の実施・活用

①海外への短期派遣

②「国際社会で活躍する

日本人」の講演会開催

③学習の成果発表会

①ALT（外国語指導助手）
招致事業の拡充

②イングリッシュ・デイ・キャンプの開催

③海外の学校との交流

①教員研修の充実・授業改善

②研究組織の工夫改善・小中連携の充実

③研究推進校の設置・成果の還元

⑤外国語活動支援員の配置

④環境整備（教材，ICT機器等）

①ＨＰの作成 等

②保護者・地域への情報発信

（英語能力判定テストの実施・活用）
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３ 具体的事業の概要

達成状況の把握と検証

○ 文部科学省からは，中学校卒業時の英語力として卒業生の平均が英検（実用英

語技能検定）３級程度と示されています。本市の現状としては，平成２９年度の中

学生の受験率は４１．９％（平成２５年度２５．６％），３級の合格率は３年生全

体の２２．６％（平成２５年度１４％）となっています。

○ 英検の受験は個人に任されておりますが，本市においては本事業により，平成

２５年度に英検受験料の２分の１補助（対象学年２年生以上，対象級３級以上）を

開始し，その後，対象学年を全学年，対象級も全級に拡大したことで，平成２５年

度の全級受験者率，中学生全体の２５．６％から，平成２９年度は４１．９％へと

上がっています。また，全国的に実施されている学力テストも平成３１年度からは，

国語と数学に加えて，英語も導入される予定です。今後は，こうした英語力を測る

機会を効果的に活用し，英検の受験率や合格率を上昇させる取組を考える必要があり

ます。

○ 外国語活動や英語学習に関する意識調査を毎

年実施し，平成２９年度からは，小学校３年生

にも意識調査を実施しました。その分析結果は，

各小・中学校に送付しているものの，授業改善

に十分結びつけられていない現状があります。

① 現在行っている市内全ての中学生対象の「英検受験奨励補助金の３分の１補助」

を継続・拡充させ，生徒・保護者の負担を軽減するとともに，小学校で外国語を学

んだ生徒が，客観的に英語力を把握する場として英検を活用するよう働きかけます。

これらのことを通して，英検受験率が向上し，英語学習への意欲が一層高まること

を期待します。

② 意識調査結果を，学校現場にフィードバックするとともに，結果を授業改善等

に生かしていけるよう，成果・課題・今後の改善方法等について，各中学校区毎や，

学校と市教委が話し合う場を設けていきます。

基本方針１

現状と課題

今後の取組
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モチベーションの喚起

○ グローバル化に伴いこれまで以上に英語力の必要性が求め

られている一方で，児童・生徒が普段の生活の中で英語の必

要性を感じる機会は少ないと思われます。そこで，英語が使

えるとどのように活躍の場が広がるかということや，どのよ

うな職種・立場であってもこれからは英語を使う可能性があ

ることを体験的に学ばせ「グローバルな夢」を与え，英語

学習へのモチベーションの向上につなげる必要があります。

○ 多感な時期に実際に海外での経験を積むことは，多様な文化や背景をもつ人々と触れ合

い，視野を広げ見識を深めるものであると考えることから，海外で生活する機会を提供する

必要があります。

○ 英語劇や英語のスピーチなど，日頃の学習の成果を，保護者や地域に発表する機

会を確保することは，モチベーションの向上につながると思われます。

① 海外への短期派遣などの機会を設け，

支援を行います。

② 英語を使って海外で活躍する人々から

実際に話を聞くなど，英語学習へのモチ

ベーション向上に資する機会を設けます。

③ 英語劇や英語のスピーチを発表する機会を設け，

児童・生徒のモチベーションの向上や，地域への啓発につなげます。

現状と課題

基本方針２

今後の取組
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英語を使う体験の場の設定

○ 英語が使えるようになるには，英語がコミュニケーショ

ンの大切なツールの一つであるということを実感させる機

会が必要です。その点において，ALTの存在は重要であり，
学校への派遣を充実させる必要があります。特に，小学校

で平成３２年度から全面実施される新学習指導要領での外

国語教育の早期化・教科化（中学年：年間３５時間・高学年：年間７０時間）に対

応すべく，本市においては，段階的・計画的に ALTを増員してきました。平成２９
年度夏には ALT が８名となったことで，小学校への ALT 派遣率約６０％，中学校
への派遣率約３０％が可能となりました。今後は，授業内外での ALTの有効な活用
について，一層研究していく必要があります

○ 普段の生活の中では，英語を聞いたり使ったりする場がほとんどないのが現状で

す。そこで，異文化に触れ，英語を使ったコミュニケーションの楽しさを実感でき

る体験の場を意図的に設定する必要があります。

① ALT 研修を工夫・改善し，幼・小・中学校への派遣
を充実させます。また，英語の授業以外の時間にも ALT
と園児・児童・生徒が交流できる機会を積極的に設定することが望まれます。

② ALT や国際交流員，鳴門教育大学で学ぶ留学生等の協力を得て，イングリッシュ
デイ・キャンプを実施します。参加の児童・生徒は，集中的に英語づけの生活を送

り，その中で，異文化を肌で感じ理解を深めるとともに，英語を使ったコミュニケ

ーションの難しさや楽しさを実感する機会にします。

③ ICT 機器等を活用するなどして，海外の学校との交流を推進します。同世代の海
外の子どもたちとの交流を通して，英語を使う必然性も生まれ，英語学習へのモチ

ベーションの向上にもつながることを期待します。

現状と課題

基本方針３

今後の取組
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教員の指導力向上と授業改善

○ 児童・生徒のコミュニケーション能力，英語力を向上させ

るためには，指導にあたる教員自身の意識改革や指導力，英

語力の強化が極めて重要です。そのためには，これまで以上

に教員研修の機会を設定するとともに，ニーズに応じた研修

内容へと改善・充実させ，それを授業改善につなげていく必要があります。

○ 小小，小中，小中高の連携は外国語教育を推進していく上で，極めて重要です。

平成２１年度より設置してきた研究組織「鳴門市小中高連携外国語教育研究委員会」

を生かし，さらに事業の工夫・改善が望まれます。特に，小学校で平成３２年度，

中学校で３３年度から全面実施される新学習指導要領では，小学校高学年で教科と

しての英語を学ぶこと，中学校では英語で授業を行うことを基本とすることが明記

されています。これまで以上に，小・中学校教員が互いの指導内容・方法を理解し，

児童・生徒のための円滑な連携が求められます。

〇 平成２８年度に設置した「学習指導要領改訂

に伴う外国語教育の早期化・教科化に向けた検

討委員会」や研修会等により，研究推進校の成

果を，市内全ての小・中学校に広げていく取組

を積極的に行っていく必要があります。

○ 小学校においては学級担任が授業を行っていることから，音声を聞かせたり，豊

かなコミュニケーション場面を作ったりする上で，担任を支援する英語が堪能な人材の

増員が望まれます。

① 教員の意識改革，指導力・英語力向上に向けた教員研修を充実させ，それを授業

改善につなげます。

② 小・中・高・大学の教員による研究組織を設置し，接続を意識した外国語教育の

在り方の実践研究を一層推進します。

③ 研究推進校（地区）を設け，先行研究を進め，市全体の外国語教育の推進へとつ

なげます。

④ ICT等の機器や教材等の環境整備を進め，授業の充実を図ります。
⑤ 小学校に支援人材を配置し，豊かな授業づくりに努めます。

現状と課題

基本方針４

今後の取組
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保護者・地域への情報発信

○ 保護者・地域に向けた情報発信，教員間で情報が共有できるようなシステムが確

立できていません。そうした環境をつくることで，教員の資質向上，保護者・地域

を巻き込んだ外国語教育の推進につながることが期待できます。

① 本市の外国語教育について情報を発信するシステムを作ります。

② 様々な機会を捉えて，積極的に情報を発信していきます。

現状と課題

基本方針５

今後の取組
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４ 具体的事業と成果目標

「世界にはばたく鳴門の子ども育成プラン」成果目標達成への工程

事業名と成果指標（基準値） 2018 2019 2020 2021 2022

(達成目標）

＜ H29＞

＜隔年で実施＞ － －

基
本
方
針
１

英語能力判定テスト（H28~県の事業へ）

54.1%
(H29 3年）

５割３年生全体の英検

３級レベルの割合

② 英検受検料補助金

英検の受検率
（３級以上）

34.8%
(H29 3年）

③ 意識調査

外国語活動が好き（小６)→76%

英語の授業が楽しい（中３)→56%

英語で受け答えする（中３）→57%

76%

基
本
方
針
２

① 海外への短期派遣

中学生の派遣人数

② 国際的な人材派遣

派遣人数

延べ１０名

以上に

ALTの年間訪問時数
中学校１４０Hのうち

ALT
８名雇用

(H29~)
約３０％

（H29)

基
本
方
針
３

参加者数

（小・中学生）

延べ２００
名以上に

延べ12名
以上に

③ 学習成果発表の機会の確保

開催回数

① 外国語指導助手招致事業の拡充

４２H（約３０％）

② イングリッシュ・デイ・キャンプ

３８名

（H29)

③ 海外の学校との交流

海外の学校の交流
（メール，スカイプ，作品交換等）

推進

６割

70%35%

80％

60% 80%

57% 60%

４名 ４名

２名 ２名 ２名

１回 １回 １回

40名

２名

１回 １回

４２H

ALTの年間訪問時数
中３５H・高学年７０Hのうち

約６３％

（H29)

継続・充実中学年２２H（約６３％）
高学年４４H（約６３％）
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事業名と成果指標（基準値） 2018 2019 2020 2021 2022

(達成目標）

延べ１５００

名以上に

約250名
(H29）

学校数

設置・推進
基
本
方
針
４

雇用人数
３名

基
本
方
針
５

教員，市民
向けのHPの
整備・充実

参加者数

（小・中・高教員）

① 教員研修の充実・授業改善

③ 研究推進校の設置

② 小中高連携の推進

小中高連携外国語教育研究委員会

④ 外国語活動支援員の配置

① ＨＰの作成

② 保護者・地域への情報発信

鳴門市の外国語教育の情報発信

250名

３校

（H29)

推進

４名

推進
広報なると研究所報 等

準備 推進

推進 ４校

連携の推進

３名

（H29)


